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ヒルデガルト《Ordo Virtutum》の旋律法
──《Ludus Danielis》との比較を中心に──
遠 藤 友美賀
は じ め に
《徳たちの劇 Ordo Virtutum》（以下《OV》）は，中世の神秘主義者とし
て，また最も古い女性作曲家の一人として知られるヒルデガルト・フォン・ビ
ンゲン Hildegard von Bingen（1098−1179）によって生み出された宗教音楽
劇である。
この作品のテキストに関しては，ドイツ語をはじめ，英語や日本語への翻訳
も試みられるなど，数多くの研究がなされているが，その一方で音楽について
の研究となると，モレント Stefan J. Morent らの論文など（1），音楽の形式
的，様式的研究もいくつかは発表されているものの，研究が充分になされてい
るとは言いがたい。
そこで本論文では，成立年代が近く，かつ楽譜が完全な形で現存するラテン
語の音楽劇作品として，《ダニエル劇 Ludus Danielis》（以下《LD》）をとり
あげ，《OV》との比較分析を試み，その結果浮き上がってくる両作品の相違点
から，《OV》の音楽的特色を見いだすことを目的とする。
なお分析の際，《OV》は，ダヴィッドソン Audrey Ekdahl Davidson の編
集によりヒルデガルト出版社 Hildegard Publishing Company から出版され
ている現代譜（2）を主に用い，その補いとしてネウマ楽譜（3）およびその訳譜に
あたる四角符楽譜（4）を参照。《LD》は，中世学会出版社 Medieval Institute
Publications より発行された，オグデン Dunbar H. Ogden の編集による論
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文集“The Play of Daniel : Critical Essays”（5）に掲載されている手写譜，
“Egerton MS. 2615, fols. 95r−108r”の図版およびザイルストラ A. Marcel J.
Zijlstra 編曲の現代譜をもとに，分析をおこなうものとする。なお，この“Eger-
ton MS. 2615”は初演から 1世紀ほど経った 13世紀前半ごろに成立したもの
で，現在は大英図書館所蔵，現存する唯一の手写本で，その楽譜は，《OV》と
同じ，四線ネウマで記譜されている。
第 1章 作品の構成と内容
第 1節 《OV》の構成と内容
《OV》は，「悪魔 Diabolus」の誘惑による「魂 Anima」の堕落と改悛がテ
ーマとなった物語で，「謙遜 Humilitas」，「勝利 Victoria」といった 17の擬
人化された「徳たち Virtutes」と「魂」，「悪魔」が登場し，「魂」をめぐって
表 1 《OV》の構成と内容
部分
曲
登場人物 内 容
通し番号 数
プロローグ 1−3 3 父祖・預言者たち，徳たち
父祖・預言者たち，徳たちの出
自が述べられる。
蠢 4−21 18 魂，徳たち，神の英知，悪
魔，謙遜
罪を嘆く魂と，励ます徳たち。
魂は改悛へと傾きはじめるが，
そこへ悪魔の誘惑。
蠡 22−57 36
謙遜，愛，神への畏怖，悪
魔，従順，信仰，希望，貞
潔，純潔，世俗蔑視，天上
への愛，紀律，慎ましさ，
慈悲，勝利，思慮，忍耐，魂
徳たちがそれぞれ自己紹介。悪
魔は徳たちとは全く逆の考え方
を示す。徳たちは，女王である
謙遜を先頭に，悪魔と闘う意志
とその方法を語る。
蠱 58−71 14 徳たち，魂，謙遜 過ちを犯した魂が戻り，後悔し
ていることを徳たちに告げる。
蠶 72−86 15 悪魔，魂，謙遜，勝利，徳
たち，貞潔
再び悪魔が登場するが，改悛し
た魂と徳たちによって悪魔は征
服され，神が賛美される。
エピローグ 87 1 ？
父なる神への（キリストの）祈
りのメッセージ。
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徳たちが「悪魔」と闘いを繰り広げるラテン語による宗教音楽劇（道徳劇）で
ある。ダヴィッドソンによると，劇はプロローグ，4つの場面，そしてエピロ
ーグから成り（6），テキストは，1151年に完成されたといわれているヒルデガ
ルトの最初の幻視の書『神の道を知れ Scivias』（7）の第 3部，第 13幻視「恩寵
の賛歌」をもとにヒルデガルト自ら創作したものである。そのテキストに彼女
自身が，交代する独唱と合唱によって演奏される計 82曲の単旋律による歌を
通作している。そして，これらの曲の間に，旋律を伴わない「悪魔」のセリフ
が 5回挿入されている。
なお，この劇の作曲年や上演については記録が残されていないものの，ヒル
デガルトが，18人の修道女らとともにディジボーデンベルク男子修道院付属
修道房から，ルーペルツベルクに新しく設立した女子修道院へ移住した 1152
年 5月 1日に，新修道院献堂式で初演されたという説が一般的である。
第 2節 《LD》の構成と内容
《LD》は，12世紀末ないし 13世紀のはじめごろに上演されていたラテン語
の典礼劇で，北フランスのボーヴェの町で演じられていたと言われている。全
体は，プロローグと 3つの場面，そしてエピローグから成ると考えることが
できる（表 2）。内容は，旧約聖書のダニエル書の第五章と第六章，およびダ
ニエル書外典に基づいており，道徳的なテーマを強調している。劇は，最初
に，この典礼劇がボーヴェの若者たちによって作られたものであることが述べ
られてから，本編が始まる（8）。
旧約聖書の中の四大預言者のひとりであるダニエルは，バビロニア王の宴席
での謎解きによって賞賛され高位を与えられるが，それを妬んだ奸臣たちの讒
言によってライオンの穴に投げ込まれてしまう。しかしながら彼は，天使に護
られ，また別の天使が預言者ハバククを訪れ，ダニエルのもとに食べ物を運ば
せ，ダニエルは奇跡的に救われる。最後の場面では，預言者ダニエルがキリス
トの誕生を預言。これに答えて天使がイエスの降誕を告げるところから，この
作品はクリスマス・シーズンに上演されていたと考えられている。作品はここ
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までだが，写本によれば，これに続いて《テ・デウム Te Deum》が歌われる
ことになっている。
表 2 《LD》の構成と内容
部分
曲
登場人物 内容
通し番号 数
プロローグ 1 1
ボーヴェの若者による作品であること
が語られる。
蠢
1 2−10 9
ベルシャツァル王，
諸侯たち，太守た
ち，博士たち
王と諸侯たち入場。酒宴の席。神聖な
杯。突然，壁に謎の言葉「メネ，テケ
ル，パルシン」。誰も謎を解けない。
2 11−14 4 蠢－1＋王妃 王妃が従者とともに登場，ユダヤの捕
囚ダニエルなら解けると助言。
3 15−16 2 諸侯たち，ダニエル 諸侯たちがダニエルのもとへ。
4 17−24 8
諸侯たち，ダニエ
ル，王，太守たち，
王妃
諸侯たちがダニエルを連れて王の元へ
戻る。「神が王の非道を怒り，断罪の
時が近づいたことを告げた」と謎解
き。王は自らの衣をダニエルに。神器
（杯）も片付けさせる。王妃退場。
蠡
1 25−27 3
ダレイオス王，キター
ラ弾きたちと諸侯た
ち，（ベルシャツァル
王），2人の者（諸侯）
ダレイオス王登場。ベルシャツァル王
を追い落とす。ダニエルを連れてくる
よう命令。
2 28−29 2 使者たち，ダニエル 使者たちダニエルのもとへ。
3 30−44 15
ダニエル，王，他の
助言者たち，太守た
ち？
ダニエル，王のもとへ。王国の後見人
に任命される。他の妬んだ助言者たち
が，ダニエルを殺そうと企てる。
4 45−49 5
ダニエル，天使た
ち，（ライオン），ハ
バクク
ダニエル，ライオンの穴に投げ込まれ
るが，天使に護られる。別の天使がハ
バククに，ダニエルのもとに食物を運
ばせる。
5 50−55 6
ダニエル，王，妬ん
だ助言者たち，（ラ
イオン）
ダニエルの無事を王が喜ぶ。ダニエル
を陥れた者たちをライオンの穴へ。ダ
ニエルの信じる神こそが唯一の神であ
ると宣言。
蠱 56−57 2 ダニエル，（王），天
使
ダニエルは，主の来たることを預言。
これに答えるように天使がイエスの降
誕を告げる。
エピローグ ＊ 1 先唱者たち 《テ・デウム》
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第 2章 音楽的考察
これより，両作品の音楽的な側面に焦点をあてて考察を進める。なお，以下
の考察で触れた諸側面を曲ごとに分析して全曲まとめた表を，論文の末尾に挙
げた。
第 1節 旋法
《OV》で使用されている旋法は，D, E, G, A, C の 5種類，《LD》は，これ
に F を加えた 6種類である（転旋法での使用を含む）。さらに詳しく述べるな
ら，《OV》は，圧倒的多数を占めるのが，E（38曲），D（29曲）の 2旋法。
これらのみで全体のおよそ 8 割にのぼる（表 3）。一方《LD》では D（26
曲）と G（15曲）が 7割強を占めている（表 4）。
さらに，表 3, 4に加えて論文末尾の一覧表，「Modus」欄をあわせ見るなら
ば，《OV》では，物語の進行とともに，D→E . . .と主音が旋法的に移り変わ
っていくのに対して，《LD》では，D→G→C→E . . .と調的な移り変わりがう
かがえ，《LD》の音楽的展開は，《OV》のそれに比べると，より顕著な劇的効
果を生み出していると見ることもできよう。ところが，音域という観点を加味
すると，また別の捉え方も可能になってくる。
表 3 《OV》の使用旋法
D E G A C D→E G→D G→E E→D→E
29 38 3 1 7 1 1 1 1
表 4 《LD》の使用旋法
D E F G C C→A
26 5 1 15 9 1
１７７ヒルデガルト《Ordo Virtutum》の旋律法
第 2節 音域
論文末尾の一覧表，「Modus」欄の右側，帯状に示したのが，各曲で使用さ
れている音高の分布（これによって音域も把握できる）で，右隣り「Ambi-
tus」欄は，音域の度数を数値で表したものである。これらを見ると，《LD》
は，広い曲では 11度（太守たちに捕えられたダニエルが王に嘆きの言葉を投
げかける 43番）あるが，とはいえほとんどの曲が 8度以下で，9度以上の音
域を持つのはわずか 10曲である。
それに対して《OV》は，大半が 8度以上，中でも 85番および 87番は 12
度におよぶだけでなく，9度以上の曲が 39にものぼり，これは全曲数の約半
数に相当する。また使用音高については，全曲を通して見るならば，《OV》が
a−a’’の 2オクターヴであるのに比べ，《LD》は a−c’’’の 2オクターヴ＋3度，
と分布が若干広く，先に述べた各曲の音域度数などを勘案すると，作品全体と
しては，《LD》は《OV》に比べて上下動が激しいといえるのだが，1曲内と
いうレヴェルで見れば，その使用音域度数の広さから，《OV》の旋律の方が，
より豊かな広がりが感じられるのである。
第 3節 曲の構造，音型および音程
《LD》と《OV》の楽譜を目にして，もっとも顕著な相違点のひとつとして
挙げられるものに，曲の構造がある。
《LD》の中には，分節化，図式化できるような曲，すなわち，いわゆるリピ
ート（譜例 1）や，［a＋α］＋［b＋α］＋［a＋α］（譜例 2）といったような旋律
型レヴェルの反復あるいは回帰によって成り立っている曲が数多く存在する。
しかしながら，《OV》の各曲の旋律では－ヒルデガルトの他の作品も同様であ
るが－リピートと呼べるような構造は見当たらず，また旋律型レヴェルで見て
も，類似する形があるとはいえ，それらは部分的なもので，曲全体を形式化す
る働きをしているものを見いだすのは困難である。ヒルデガルトの生み出す旋
律は，曲としての構造ありきで成り立っているというよりはむしろ，湧き出る
ままに表出されるような，より感覚的な趣が強いようである。
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次に音型および音程だが，これについても両作品で大きな違いが見られた。
《OV》では 5°上行あるいは 5°＋4°＝8°上行が頻繁に見られたり，5°＋5°＝9°
上行という一種独特の音型までも奏でられたりするのに対して，《LD》では，
譜例 1 《LD》Nu. 27
譜例 2 《LD》Nu. 19
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5°上行はあるものの，5°＋5°＝8°上行は見られず，その他では 3°＋3°＝5°
上行がとりわけ多く，中には 3°＋3°＋3°＝7°上行というものも確認できた。
このように，跳躍音程の出方から見ると，《LD》は 3°中心のやや調的感覚
が，そして《OV》は 5°を中心とした発想が垣間見えるといえるだろう。
第 4節 音節数
ヒルデガルトの，《シンフォニア》と総称される 77曲の宗教歌では，歌詞
の 1音節に対して 5音以上の音の連なりがあてられた，いわゆるメリスマテ
ィックな旋律を持つ作品が数多く見られるのだが，《OV》もやはりメリスマテ
ィックなものが多く，87曲中（うち 5曲は悪魔のセリフで旋律を伴わない），
66もの曲がそれに該当していて，そのほかの曲はネウマティックおよびシラ
ビックな旋律でできている。完全にシラビックな曲はひとつもない。
その一方で《LD》は，大半がネウマティックで，完全にシラビックな曲が
15曲（うち 5曲は，それぞれ一箇所のみネウマティック），メリスマティック
な旋律を含む曲は，わずか 4曲しか見られない。
第 3章 比較分析
《LD》の音楽には，その節回しにパターンが感じられ，民衆の歌や踊りを彷
彿とさせるようなものがいくつも見られる（譜例 3）。このような特徴は，
《OV》には見られず，両作品の聞こえ方に大きな違いがあるのは，こういった
点も大きく作用しているようだ。そこで，両作品から，ある程度条件を絞って
対象曲を選択し，それらを比較してみたい。
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第 1節 分析対象曲の条件
まず，《LD》については，一曲の使用音数があまりにも少ないもの，先に述
べたような，分節された旋律が図式的にパターン化できる曲，そして明らかに
長いフレーズ・レヴェルでの旋律の反復利用が見られるような曲（譜例 4）を
除外した。残った曲から，さらに《OV》と同条件にするために，「メリスマを
含まない」という条件で選んだところ，13曲が分析対象となった。
一方《OV》に関しては，同様に短すぎるものをまず除外した。しかし，旋
譜例 3 《LD》Nu. 2
譜例 4 《LD》Nu. 1
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律の図式的分節化，また反復利用という観点で見ると，《OV》においては，先
に出てきた節回しの音が，後の旋律の構成音の一部を成す曲はあっても全く同
じ形で出てくるわけではない。さらに曲全体の節回しがパターン化できるとは
いえない。また，フレーズ・レヴェルでの旋律の反復利用についても，類似す
る形ではあっても，やはり構成音は変化を帯びている。それらのことから，除
かれる曲はなく，残る「メリスマを含まない」という条件のみを適用したとこ
ろ，11曲が分析対象曲として残った。
第 2節 分析
結論から述べれば，分析の対象として抽出した《LD》13曲と《OV》11曲
の間には，第 2章で見いだした各作品のもつ特色の違いからは想像しがたい
ほど似通った成り立ちをもっていることが明らかとなった。たとえば，第 2
章第 3節で考察した音型や音程について言うと，作品全体としては，《OV》
では 5°上行あるいは 5°＋4°＝8°上行が特徴的に響いていたり，5°＋5°＝9°
上行という独特の音型までも奏でられたりしていたのに，メリスマを含む曲の
除外というだけで，かろうじて 5°上行あるいは下行の動きは確認できるもの
表 5 《OV》対象曲の音程（3°以上）
音程
Nu.
3° 4° 5°
［3°＋3°］上行 ［5°＋4°］上行
上行 下行 上行 下行 上行 下行
20 ○ ○ ○
23 ○ ○
31 ○ ○ ○
44 ○ ○ ○ ○ ○
54 ○ ○ ○ ○
58 ○ ○
70 ○ ○
73 ○ ○ ○
74 ○ ○ ○ ○
79 ○ ○ ○
86 ○ ○ ○ ○
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の，5°＋4°＝8°上行は 44番わずか一曲でしか見いだしえなかったのである
（表 5）。その点《LD》の特色に挙がっていた 3°＋3°＝5°上行は 13曲中 4曲
で登場していて，そのほか 5°なども複数織り込まれていた（表 6）。
また，音域に関しても，《OV》は，全体の約半数の曲が 9°以上であるにも
かかわらず，対象曲ではたった 3曲である。その一方で《LD》は全体でも 10
曲しか 9度以上のものが見られなかったのに，対象曲では《OV》と同数の 3
曲が 9度以上に該当している（表 5, 6の曲番号背景色がグレーの曲）。
お わ り に
以上，やや足早ではあったが，《OV》との比較対照作品として《LD》を取
り上げ，その構成要素ごとに両作品の特色について考察してきた。結果，これ
までヒルデガルトの大きな特色であると考えられてきた跳躍音程の使用や広い
音域などといったものが，《OV》では，メリスマティックな曲には多数含まれ
表 6 《LD》対象曲の音程（3°以上）
音程
Nu.
3° 4° 5°
［3°＋3°］上行 ［5°＋4°］上行
上行 下行 上行 下行 上行 下行
4 ○ ○ ○ ○
7 ○ ○
9 ○ ○ ○ ○ ○
12 ○ ○
43 ○ ○ ○
44 ○ ○
46 ○ ○ ○ ○
48 ○ ○
49 ○ ○ ○
50 ○ ○
52 ○ ○ ○ ○
55 ○ ○ ○ ○
57 ○ ○
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るが，そうでない曲にはほとんど含まれていないという実態，さらには，拍子
感や反復を持ち，民衆の歌や踊りを彷彿とさせるようなシンプルで覚えやすい
節回しなどが見られる《LD》とは対照的に，あくまで宗教音楽という枠組み
から逸脱することなく，しかしながら，広い音域や斬新な音程を用いるなど，
さまざまな表情を作り出すことによって新たな世界を構築し，聴く者を魅了し
ているのだということが明らかになった。
むろん《LD》については，初演から現存する写本の成立までの間に約 1世
紀という年月が流れていることからすれば，その音楽にさまざまな変化が加え
られたであろうことは無視できず，初演当時の音楽と写本に記されているそれ
とが必ずしも一致しているとはいえない。したがって，本論文は，あくまで 13
世紀前半当時における《LD》の旋律法を対象にしたにすぎない。とはいえ，
初演の頃の作品の様相が全く消えうせてしまっているはずはなく，約 1世紀
に渡って上演され，伝えられてきたものが写本に記されていることには間違い
ないだろう。
今回は紙面の都合もあり，劇の構成や内容，キャラクターと旋律の成り立ち
との関係などについては詳しく検討できなかったが，こういった内容について
の検討は次の機会に譲りたい。
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曲
・
P
ri
n
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pe
s
諸
侯
た
ち
・
S
at
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pe
太
守
た
ち
・
R
ex
（
B
al
th
as
ar
）
王
（
ベ
ル
シ
ャ
ツ
ァ
ル
）
・
m
ag
i
博
士
た
ち
・
R
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in
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王
妃
・
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ie
l
ダ
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ル
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キ
タ
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弾
き
た
ち
・
C
u
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a
廷
臣
（
従
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）
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同
・
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o
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人
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者
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i
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ち
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（
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iu
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王
（
ダ
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c
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ち
・
ca
n
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先
唱
者
た
ち
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＝
メ
リ
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テ
ィ
ッ
ク
・
S
＝
シ
ラ
ビ
ッ
ク
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